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概要

この導入ガイドには、 Amazon Web Service (AWS) クラウド  ネッ トワーク上の SonicWall SMA 500v Amazon
マシン  イ メージ (AMI) を展開するためのインス トール手順と構成ガイ ド ラインが含まれています。

AWS 用 SMA 500v に含まれているソフ トウェア装置は、 AWS 環境用に事前インス トールおよび事前構

成されており、 クラウド環境内で Secure Mobile Access AMI ソリューシ ョ ンを安全かつ簡単に開発でき

ます。

SonicWall は、 急激なクラウド化に対応し、 SonicWall Secure Mobile Access 100 (SMA500v) により、 プラ

イベート  クラウドからパブリ ッ ク  クラウド クラウドまでのセキュリテ ィ を幅広く網羅します。 AWS
用 SMA 500v により、 仮想化の規模効果が得られます。 また、 物理的な SMA 100 装置のセキュリテ ィ

メ リ ッ ト全般に加えて、 システムのスケーラビ リテ ィ と敏捷性、 システム プロビジ ョ ニングの速

さ、 シンプルな管理とコス ト削減といった仮想化による運用上と経済上のメ リ ッ ト も得られます。
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始める前に

トピック : 

• サポート対象インスタンス タイプ (5 ページ) 

• MySonicWall アカウン トの作成 (5 ページ) 

サポート対象インスタンス タイプ
以下の AWS インスタンス タイプを推奨します。

• t2.medium (vCPUs x 2、 メモリ  4GiB)

• t2.large (vCPUs x 2、 メモリ  8GiB)

• t2.xlarge (vCPUs x 8、 メモリ  16GiB)

• t2.2xlarge (vCPUs x 8、 メモリ  32GiB)

MySonicWall アカウン トの作成
製品登録には MySonicWall アカウントが必要です。 アカウントを取得済みの場合は、 「AWS 用 SMA 500v
の登録 (19 ページ)」 セクシ ョ ンに進みます。

MySonicWall アカウン ト を作成するには、 以下の手順に従います。

1 ブラウザで、 http://www.MySonicWall.com に移動します。

2 ログイン画面で、 青色の 「Sign Up (登録)」 リンクをクリ ックします。
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3 電子メールおよびパスワードを含むアカウン ト情報を入力します。

4 必要に応じて、 二段階認証を有効にします。

5 二段階認証を有効にした場合は、 次のいずれかの認証方式を選択します。

• 「電子メール (ワンタイム パスコード )」 の場合は、 MySonicWall アカウン トにログインす

るたびに、 ワンタイム パスコードが記載された電子メールが送信されます。

• 「Microsoft/Google Authentication App (Microsoft/Google 認証アプリ )」 の場合は、 提供され

たコード をスキャンするために Microsoft または Google の認証アプ リ を使用します。

コードをスキャンできない場合は、 秘密コードを得るためにリンクをクリ ックします。

6 「続行」 をクリ ッ クして 「Company (会社名)」 ページに進みます。

7 会社情報の入力を完了したら、 「続行」 をク リ ックします。

8 「Your Info (ご利用情報)」 ぺージでは、 セキュリテ ィ  リニューアル電子メールが必要かどうかを

選択します。

9 新製品のベータ  テストに関心があるかどうかを明記します。

10 「続行」 をクリ ッ クして 「Extras (追加)」 ページに進みます。

11 契約更新に関する通知のために、 連絡先を追加するかどうかを選択します。

12 連絡先を追加することを選択した場合は情報を入力し、 「ADD CONTACT (連絡先を追加)」 をクリ ッ

クします。

13 「DONE (完了)」 をク リ ッ クします。

14 電子メールにある認証コードを確認し、 「Verification Code (認証コード )*」 フ ィールドに入力し

ます。 コードを受信しなかった場合、 リンクをクリ ックしてカスタマー サポートに連絡します。

15 「DONE (完了)」 をク リ ックします。 そうすると、 ログイン画面に戻ります。 これで、 新規アカ

ウン トにより  MySonicWall にログインできます。

メモ: パスワードは 8 文字以上 30 文字以下である必要があります。

メモ: MySonicWall の登録情報を売却したり、 他社と共有することはありません。
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AWS 用 SMA 500v 仮想装置のインス

トール

このセクシ ョ ンでは、 ご使用の AWS 環境に AWS 用 SonicWall SMA 500v のイ メージを展開する方法に

ついて説明します。

AWS 用 SMA 500v を  AWS コンソールからインストールするには、 以下の手順に従います。

1 https://aws.amazon.com/jp で、 AWS の管理コンソールにログインします。

2 AWS 用 SMA 500v インスタンスを起動するには、

a 「サービス」 ドロップダウン  メニューから、 「Compute (計算)」 にある 「EC2」 を選択し

ます。

b EC2 のダッシュボードにある 「INSTANCES (インスタンス)」 をク リ ッ クします。

c 「Launch Instance (インスタンスを起動)」 をク リ ッ クします。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
導入ガイド

7



d 「Choose an Amazon Machine Image (AMI) (Amazon マシン イメージ (AMI) の選択)」 ページで、

左側のペインにある 「My AMIs (使用している  AMI)」 をク リ ッ ク し、 「Ownership (所有

権)」 にある 「Shared with me (自分と共有)」 を選択します。

e AWS 用 SMA 500v のビルド  
(sw_500v_aws_10.2.0.0_tip_14sv_1221429d.2019.12.05-13.11.02 などのフ ァ

イル) を選択し、 「次へ」 をクリ ッ クします。

3 インスタンスの設定を選択します。

a 「Instance Type (インスタンス タイプ)」 を選択し、 「次へ」 をク リ ッ クします。

上位のインスタンス タイプになるほど、 性能が高く なります。 最低でも 「t2.medium」

(vCPUs x 2、 メモリ  4GiB) を選択する必要があります。

b 「Configure Instance Details (インスタンス詳細の構成)」 ページで、 以下のオプショ ンを構

成し、 「次へ」 をク リ ッ クします。

• ネッ トワーク

• サブネッ ト
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• 「Auto-assign Public IP (パブリ ック  IP の自動割当)」 を有効にする

c 「Add Storage (記憶装置の追加)」 ページで必要に応じ、 インスタンスのために記憶装置の

新規ボリュームを追加できます。 既定のディスク記憶装置の値は、 32 GB に設定されて

います。 「次へ」 をクリ ッ クします。

d 「Add Tags (タグの追加)」 ページで必要に応じ、 タグを追加できます。 「次へ」 をクリ ッ

クします。

e 「Configure security Group (セキュリテ ィ  グループの構成)」 ページで、 インスタンスのト

ラフ ィ ッ クを制御するルールを追加し、 「次へ」 をク リ ッ クします。

セキュ リテ ィ  グループには少な く と も、 ポート  22 と  443 を開放する必要があります。

22 は コンソールによる  SSH へのアクセス、 443 はウェブと  VPN アクセスのためです。

4 インスタンスの構成を確認し、 「Launch (起動)」 をク リ ッ クします。
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5 続行する前に、 新規のキー ペアを作成し、 鍵ペア ファイルをダウンロード します。 プライベー

ト鍵は、 安全でアクセスしやすい場所に保存します。

6 「インスタンスの作成」 をクリ ッ クします。

SMA 500v インスタンスの起動後、 ブラウザから装置にアクセスできるよ うになります。 ブラ

ウザ経由で SMA 500v にアクセスする方法については、 「ウェブ インターフ ェースへの接続」

を参照して ください。

コンソールには、 SSH コマンドでアクセスできます。 ユーザには 2 種類あります。 基本的な設

定の表示や構成をするための 「管理者」 と、 物理的ファームウェアにおける 「ルート」 ユーザ
と類似の働きをする、 ファイル システムにログインするための 「sonicwall」 です。 詳細につい

ては、 「コマンド  ライン  インターフェースへの接続」 を参照して ください。

重要: インスタンスの起動後は、 鍵ペアをダウンロードできません。
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• 30 日間評価版の使用
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AWS 用 SMA 500v 仮想装置の構成

このセクシ ョ ンでは、 AWS 用 SMA 500v 仮想装置の電源をオンにする方法と、 仮想ハードウェアの設

定、 ネッ トワークの設定などの基本構成を行う方法について説明します。

ト ピック : 

• AWS 用 SMA 500v の電源オンまたはオフ  (12 ページ) 

• ウェブ インターフェースへの接続 (13 ページ) 

• コマンド  ライン  インターフェースへの接続 (14 ページ) 

• コマンド  ライン  インターフェースの使用 (15 ページ) 

AWS 用 SMA 500v の電源オンまたはオフ

インスタンスを起動、 停止、 再起動、 または終了するには、 以下の手順に従います。

1 EC2 コンソールで、 AWS の左側のペインにある 「インスタンス」 をク リ ッ クします。 すべての

Amazon マシン  インスタンスと、 それらの EC2 インスタンス ID が表示されます。

2 AWS 用 SMA 500v 仮想装置 AMI インスタンスで右クリ ックします。 右クリ ック  メニューの

「Instance State (インスタンス状態)」 をク リ ックし、 以下のいずれかを選択します。

• Start (起動)

• Stop (停止)

• Stop - Hibernate (停止 - 休止)

• 再起動

• Terminate (終了)

メモ: 「Instance ID (インスタンス ID)」 は、 管理者アカウン トの既定パスワードです。
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インスタンスを起動または停止する方法の詳細情報については、 次の AWS ウェブサイ ト を参照して く

ださい。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/Stop_Start.html

ウェブ インターフェースへの接続
AWS 用 SMA 500v 仮想装置は、 常に EC2 の DHCP アドレスによって割り当てられたプライベート  IP アド

レスを用いて自動的に開始します。 EC2 は、 インターネッ トからのアクセスを許可するために、 パブ

リ ック  IP アドレスも自動的に割り当てます。

AWS 用 SMA 500v 仮想装置管理ウェブ インターフェースにアクセスするには、 以下の手順に従

います。

1 ブラウザを起動し、 AWS 用 SMA 500v 仮想装置のパブリ ック  IP に移動します。 AWS 用 SMA 500v
の装置にアクセスするために、 既定のポート  443 を使用します。

https://<SMA 500v パブリ ック  IP>/

2 ウェブ インターフェースのログイン ページで既定の資格情報を入力し、 「ログイン」 をクリ ッ

クします。

メモ: EC2 によって割り当てられたパブリ ッ ク  IP アドレスは、 再起動時に変更できます。 同じパ

ブリ ッ ク  IP アドレスを保持するには、 インスタンスに対して 「Elastic IP」 を構成します。 Elastic
IP アドレスの詳細情報については、 次を参照して ください。
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/elastic-ip-addresses-eip.html

メモ: SMA 500v インスタンスのパブリ ック  IP アドレスを見つけるには、 AWS EC2 コンソール

の 「Instances (インスタンス)」 ページで SMA 500v インスタンスをクリ ッ クします。
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既定の資格情報は、 次のとおりです。

• 既定のユーザ名 = admin

• 既定のパスワード  = password

AWS 用 SMA 500v 仮想装置の管理インターフェースが表示されます。

3 これで AWS 用 SMA 500v 仮想装置の登録、 および管理と構成を開始できます。

構成に関する情報については、 『AWS 用 SMA 500v 仮想装置管理ガイ ド』 を参照して く ださ

い。

コマンド  ライン インターフェースへの接続
コマンド  ライン インターフェース (CLI) は、 特定のタスクを実行するためにコマンドを入力することで、

AWS 用 SMA 500v 仮想装置と対話するためのテキストのみの機構です。 CLI は SSH を介して起動できます。

SSH を介して SMA 500v に接続するには、 以下の手順に従います。

1 AWS EC2 コンソールの 「Instances (インスタンス)」 ページで、 SMA 500v インスタンスをクリ ック

します。

2 SMA 500v 装置の 「Public IP address (パブリ ック  IP アドレス)」 をコピーします。

3 SSH アプリケーションで、 AWS プライベート鍵を使用し、 次のコマンドを入力して認証します。

• ssh -i AWSPrivateKey.key admin@<SMA 500v パブリ ック  IP>

例: ssh -i Ohiokey.pem admin@13.64.78.65
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4 警告が表示された場合は、 ログインに進むために 「yes」 を入力します。

SMA 500v ソフ トウェアの起動が完了すると、 ログイン  プロンプ トが表示されます。

5 装置で構成された admin アカウン トの既定の管理者資格情報を使用してログインします。

• 既定のユーザ名 = admin

• 既定のパスワード  = password

間違ったパスワードを入力すると、 再度ログイン  プロンプ トが表示されます。 正しいパスワー

ドを入力すると、 CLI が起動します。

6 初回ログイン時に管理者は、 「End User Product Agreement (EUPA - エンド  ユーザ製品契約書)」 を確

認し、 同意してから次に進む必要があります。 <SPACE> キーを押して、 下にスクロールします。

基本的なシステム情報とネッ トワーク設定情報に続き、 メイン  メニューが表示されます。

「コマンド  ライン  インターフェースの使用」 に進みます。

コマンド  ライン インターフェースの使用
コマンド  ライン  インターフ ェース （CLI） は、 特定のタスクを実行するためにコマンドを入力するこ

とで、 コンピュータ  オペレーテ ィ ング システムやソフ トウェアと対話するためのテキス トのみの機

構です。 基本ネッ トワーキングをコンソールから構成する必要がある  AWS 用 SMA 500v 仮想装置の展

開において、 CLI は重要な役割を担います。

メモ: CLI を介して構成できるインターフェースは X0 インターフ ェースのみです。 現時点では、

SonicWall AWS 用 SMA 500v 仮想装置で CLI を使用したその他のインターフェースの構成はサポー

ト されていません。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
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ト ピッ ク : 

• 再起動 (16 ページ) 

• SSL VPN サービスの再起動 (17 ページ) 

• ログアウト  (17 ページ) 

• TSR のフラッシュ  メモリへの保存 (17 ページ) 

• EULA の表示 (17 ページ) 

次の画面は、 コンソールにログインした後に表示されるメ イン  メニューを表しています。 メニュー

には、 基本的なシステム情報とネッ トワーク設定も表示されます。 メ イン  メニューには 6 つのセク

シ ョ ンがあります。

再起動
このオプシ ョ ンを選択すると、 確認のプロンプ ト表示後に再起動します。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
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SSL VPN サービスの再起動
このオプショ ンは、 確認のプロンプ ト表示後にウェブ サーバおよび関連する SSL-VPN daemon サービス

を再起動します。 このコマンドは、 Easy Access Ctrl restart コマンドを発行すること と同じです。

ログアウト
ログアウト  オプシ ョ ンは CLI セッシ ョ ンを終了してログイン  プロンプ トに戻ります。

TSR のフラッシュ  メモリへの保存
このオプションは、 テクニカル サポート報告書を AWS 用 SMA 500v 仮想装置のフラッシュ  メモリに保存

します。

EULA の表示
このオプションを選択すると、 AWS 用 SMA 500v 仮想装置に関連するエンド  ユーザ使用許諾契約書を表示

します。

装置のウェブ インターフェースでの設定構成
このセクシ ョ ンでは、 SMA ハードウェア装置の場合と同じように、 その他の装置設定を構成する手順

について説明します。

ホストの構成を完了するには、 以下の手順に従います。

1 ブラウザを起動し、 仮想装置の URL を入力します。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
導入ガイド
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2 装置インターフェースのログイン  ページで既定の資格情報を入力し、 「ログイン」 をクリ ッ ク

します。

既定の資格情報は、 次のとおりです。

ユーザ — admin

パスワード  - password

ログインすると、 SMA の管理インターフェースが表示されます。

3 AWS 用 SMA 500v のために 「状況」 画面で設定を構成します。

構成に関する包括的な情報については、 『SMA 管理ガイ ド』 を参照して く ださい。 このドキュ

メン トおよびその他のドキュメン トは、 オンライン上の次のアドレスで検索できます。
https://www.sonicwall.com/ja-jp/support/technical-documentation/
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
導入ガイド
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5

装置のライセンスと登録

このセクションでは、 AWS 用 SMA 500v 仮想装置のライセンスと登録について説明します。

AWS 用 SMA 500v を使用するには、 まずライセンスを購入して登録する必要があります。 登録は、 管

理インターフ ェースを使って実行します。 登録が完了すると、 AWS 用 SMA 500v のライセンスが付与

され、 使用できる状態になります。 30 日間評価版仮想装置の登録手順については、 「30 日間評価版

の使用」 を参照して ください。

AWS 用 SMA 500v は、 ユーザ ベースのライセンスを提供します。 既定では、 仮想装置には 5 ユーザ ラ
イセンスが付属しています。 拡張ライセンスを  5、 10、 そして 25 ユーザ単位で、 最大同時 50 ユーザ

セッシ ョ ンまで追加できます。

ライセンスは SonicWall のライセンス マネージャ  サービスにより制御され、 MySonicWall アカウン ト

を通して追加できます。 未登録の装置は、 そのモデルに対する既定のライセンス割り当てをサポート
しますが、 MySonicWall からの追加のライセンスを有効化するには装置を登録する必要があります。

ライセンス状況は、 AWS 用 SMA 500v 仮想装置管理インターフ ェース内の 「システム > 状況」 ページ

の 「ライセンスと登録」 セクシ ョ ンに表示されます。

SonicWall の使用中は AWS 用 SMA 500v 仮想装置ラインセンス マネージャとの通信が必要で、 通信にはイ

ンターネッ ト  アクセスが必要です。

ユーザが仮想オフ ィス ポータルへのログインを試み、 利用可能なユーザ ライセンスがなかった場合

は、 ログイン  ページに 「ユーザ ライセンスが不足しています。 管理者にお問い合わせく ださい。 」

というエラー メ ッセージが表示されます。 すべてのユーザ ライセンスが使用中の状態で、 ユーザが

NetExtender クライアン ト を起動した場合も同様のエラーが表示されます。 これらのログイン試行は

同様のメ ッセージと ともにログ エン ト リに記録され、 「ログ > 表示」 ページに表示されます。 このエ

ラーが頻繁に発生する場合は、 ユーザ ライセンスを追加します。 リモート  アクセスのニーズが一時

的に高く なる場合は、 仮想装置でサポートするリモート  ユーザ数を一時的に増やす、 臨時追加ライ

センスを購入できます。 詳細については、 『SMA 管理ガイ ド』 を参照して ください。

ト ピック : 

• AWS 用 SMA 500v の登録 (19 ページ) 

• AWS 用 SMA 500v の登録解除 (20 ページ) 

• AWS 用 SMA 500v の登録解除 (20 ページ) 

AWS 用 SMA 500v の登録
AWS 用 SMA 500v 仮想装置をインス トールしてネッ トワーク設定を構成した後に、 管理コンソールに

ログインして装置を  MySonicWall アカウン トに登録します。 SonicWall AWS 用 SMA 500v 仮想装置の登

録は、 他の SonicWall ハードウェア装置と同様の手順を踏みます。

メモ: 登録が完了していない場合、 システムの機能は極端に制限されます。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
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AWS 用 SMA 500v 仮想装置仮想マシンを登録するには、 以下の手順に従います。

1 AWS 用 SMA 500v 仮想マシンにログインします。

AWS 用 SMA 500v 仮想マシンのパブリ ック  IP は、 「AWS Management Console (AWS 管理コンソー

ル)」 の 「Instances (インスタンス)」 ページで利用できます。

2 「システム > ライセンス」 ページに移動します。

3 「登録」 をクリ ッ クします。 これにより、 MySonicWall ログインに移動します。

4 MySonicWall.com アカウントに使う 「ユーザ名」 または 「電子メール アドレス」 と 「パスワード」

の各フ ィールドに適切な値を入力してから、 「送信」 をク リ ックします。

5 「License Management (ライセンス管理)」 ページで、 新しい装置の 「Serial Number (シリアル番号)」
または 「Activation Key (有効化鍵)」 を入力します。 新しい装置の 「認証コード」 を入力します。

6 「ニッ クネーム」 を入力します。

7 「送信」 をクリ ッ クして登録手順を完了します。

8 これで AWS 用 SMA 500v の登録が完了しました。 「次へ」 をクリ ックして 「License Management
(ライセンス管理)」 画面を開くか、 装置のその他の設定構成を続けます。

AWS 用 SMA 500v の登録解除
SMA インターフェースから直接 AWS 用 SMA 500v を登録解除できます。 登録の解除により、 仮想装置を

未登録の状態にし、 仮想装置と  MySonicWall にあるその仮想装置のシリアル番号との紐付けを削除し

ます。 この時点で、 同じまたは別の AWS 用 SMA 500v インスタンスを登録するためにそのシリアル番

号を使用できるよ うになります。 AWS 用 SMA 500v インスタンスは、 シリアル番号ごとに 1 つのみ許

可されます。

AWS 用 SMA 500v を登録解除するには、 以下の手順に従います。

1 AWS 用 SMA 500v 仮想装置の SMA 管理インターフェースにログインします。

2 「システム > 設定」 ページに移動します。

メモ: オンラインで登録された AWS 用 SMA 500v のみを登録解除できます。 AWS 用 SMA 500v がオ

フラインの方法を用いて登録された場合、 登録解除はサポート されません。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
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3 AWS 用 SMA 500v を登録解除する前に、 現在の構成設定のコピーをエクスポートするために、 「設

定管理」 の 「エクスポート」 をク リ ッ ク します。 これにより、 別の AWS 用 SMA 500v インスタ

ンスに設定をインポートできるようになります。

4 「システム > ライセンス」 に移動します。

5 「セキュリティ  サービスのオンライン管理」 で 「サービスの購読、 アップグレード、 及び更新」

をクリ ッ クし、 MySonicWall アカウン トにログインします。

6 「製品管理 > 製品」 に移動し、 登録解除する  AWS 用 SMA 500v を選択します。 行の右端にある

「Delete Product (製品の削除)」 をク リ ックします。 理由を入力するためのダイアログ ボックス

が表示されます。

7 「Confirm (確認)」 をク リ ッ クします。

8 登録解除が成功すると、 AWS 用 SMA 500v は未登録の状態に戻ります。

注意: AWS 用 SMA 500v を登録解除する前に、 構成設定をエクスポート していることを確認して

ください。 登録解除した後にそれらを復元することはできません。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
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6

30 日間評価版の使用

AWS 用 SMA 500v 仮想装置の 30 日間評価版が提供されています。 30 日間評価版装置のインストール、

登録、 および機能は、 後の 「展開に関する考慮事項」 に記載されている相違点を除き、 製品版の AWS
用 SMA 500v と同じです。 評価版の有効期限が近づく と、 SonicWall ライセンス マネージャからお知ら

せの電子メールが届きます。

製品版にアップグレードするには、 以下の手順に従います。

• AWS 用 SMA 500v の製品版を購入します。

• 30 日間評価版から設定内容をエクスポート します。

• AWS 用 SMA 500v の製品版をインス トールし、 登録します。

• 設定内容をインポート します。

30 日間評価版を登録するには、 その前に AWS 用 SMA 500v ソフ トウェアをインストールする必要があ

ります。 ソフ トウェアの入手方法の詳細については、 「AWS 用 SMA 500v 仮想装置のインス トール」

を参照して ください。

ト ピック : 

• 展開に関する考慮事項 (22 ページ) 

• 30 日間評価版仮想装置の登録 (23 ページ) 

• 無料評価版ライセンスから製品版への変換 (24 ページ) 

展開に関する考慮事項
30 日間評価版の展開に関する考慮事項は以下のとおりです。

• AWS 用 SMA 500v は 30 日後に無効になります。

• 装置に同時にログインできる最大ユーザ数は 2 人です。

• 登録時に、 「ウェブ アプリケーシ ョ ン  ファイアウォール」 の評価版が有効化されます。

• 有償のアドオン  ライセンスやサービスは追加できません。

• 評価期間全体を通して SonicWall ライセンス マネージャとの通信が必要です。

• AWS 用 SMA 500v の製品版にアップグレードする前に、 装置の構成設定内容のコピーを保存して

お く ことをお勧めします。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
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30 日間評価版仮想装置の登録
このセクシ ョ ンでは、 SonicWall 30 日間評価版仮想装置の登録について説明します。

30 日間評価版を登録するには、 以下の手順に従います。

1 AWS 用 SMA 500v にログインします。

2 「システム > ライセンス」 ページに移動します。

メモ: 登録手順を開始する前に、 SonicWall の販売代理店に連絡し、 シリアル番号と認証コードを

入手して ください。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
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3 ログイン ページを表示するために、 「サービスの購読、 アップグレード、 及び更新」 リンクをク

リ ッ クします。

4 MySonicWall のアカウン ト名とパスワードを入力し、 「送信」 をクリ ッ クします。

5 「シリアル番号」 、 「認証コード」 、 「ニッ クネーム」 を入力します。

6 「ログイン」 をク リ ックします。

7 登録を確認するページが表示されたら、 「続行」 をク リ ッ クします。

無料評価版ライセンスから製品版への変換
30 日無料評価版としてインス トールされた AWS 用 SMA 500v インスタンスは、 ライセンスされた製品

版の AWS 用 SMA 500v インスタンスに簡単に変更することができます。

無料評価版を製品版に変換するには、 以下の手順に従います。

1 AWS 用 SMA 500v のライセンスを販売代理店で購入します。 新しいシリアル番号と認証コードが

記述された注文確認の電子メールが送信されます。

2 無料評価版インスタンスの SMA にログインします。

3 「システム > ライセンス」 ページに移動します。

4 「セキュリティ  サービスのオンライン管理」 で 「サービスの購読、 アップグレード、 及び更新」

をクリ ッ クし、 MySonicWall アカウン トにログインします。

5 「My Products (使用している製品)」 ページに移動し、 登録を解除する AWS 用 SMA 500v の無料イ

ンスタンスを選択します。 「Deregister (登録解除)」 をク リ ッ クします。

6 確認のダイアログで、 「OK」 をクリ ックします。 AWS 用 SMA 500v が未登録の状態に戻ります。

7 MySonicWall で、 新しいインスタンスの 「登録」 をクリ ッ クします。

8 AWS 用 SMA 500v インスタンスの購入後に受け取った 「シリアル番号」 と 「認証コード」 を入力

します。 これで AWS 用 SMA 500v が登録されました。
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導入ガイド

24



AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
導入ガイド

第 3 部

25

サポート

• SonicWall のサポート



7

SonicWall のサポート

有効なメンテナンス契約が付属する  SonicWall 製品をご購入になったお客様や、 ト ライアル バージ ョ

ンをお持ちのお客様は、 テクニカル サポートを利用できます。

サポート  ポータルには、 問題を自主的にすばやく解決するために使用できるセルフヘルプ ツールが

あり、 24 時間 365 日ご利用いただけます。 サポート  ポータルにアクセスするには、

https://www.SonicWall.com/ja-jp/support に移動します。

サポート  ポータルでは、 次のことを実行できます。

• ナレッジベースの記事や技術文書を閲覧する。

• ビデオ チュート リアルを視聴する。

• MySonicWall にアクセスする。

• SonicWall のプロフェ ッシ ョナル サービスに関して情報を得る。

• SonicWall サポート  サービスおよび保証に関する情報を確認する。

• ト レーニングや認定プログラムに登録する。

• テクニカル サポートやカスタマー サービスを要請する。

SonicWall サポー トへの連絡方法は、 https://www.SonicWall.com/ja-jp/support/contact-support をご覧 く

ださい。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
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SonicWall Inc. Attn: Jennifer Anderson
1033 McCarthy Blvd
Milpitas, CA 95035

凡例

警告: 物的損害、 けが、 または死亡に至る可能性があることを示しています。

注意: 手順に従わないとハードウェアの破損やデータの消失が生じる恐れがあることを示しています。

重要、 メモ、 ヒン ト、 モバイル、 またはビデオ: 補足情報があることを示しています。
AWS 用 SMA 500v 仮想装置 10.2
導入ガイド
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